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播磨屋敏生教授



播磨屋敏生教授記念号の発刊に際して

播磨屋敏生教授は定年により退職されることになった.地球物理学教室に着任されて以来，教

育ならびに研究につくされた播磨屋先生の退職を記念して，本号を播磨屋敏生教授記念号とする

ことになった.ここに播磨屋先生の略歴および研究業績を記して，我々後進の参考に資したい.

播磨屋敏生教授の略歴

昭和16年8月31日 秋田県に生まれる

同 35年3月 秋田県立秋田高等学校卒業

同 40年3月 北海道大学理学部地球物理学科卒業

同 42年3月 同大学院理学研究科地球物理学専攻修士課程修了

同 43年9月

同 43年10月

同 54年 3月

同 56年3月

岡田年11月

間 59年4月

平成7年4月

平成17年 3月

同博士課程中途退学

北海道大学理学部助手

理学博士(北海道大学)

北海道大学理学部講師

北海道大学理学部助教授

北海道大学理学部教授，一般教育等地学を担当

北海道大学大学院理学研究科教授に配置換

北海道大学大学院理学研究科定年により退職

(編集委員)

この間，学外においては，文部省学術審議会専門委員，大学入試センター教科専門委員会委員，

日本気象学会の山本・正野論文賞候補者推薦委員会委員， J ournal of the Meteorological Society 

of Japan編集委員，日本雪氷学会の評議員，科学技術庁研究開発局研究評価委員，北海道科学技

術総合振興センター研究開発支援事業審査委員，北海道教育大学，富山大学，放送大学，酪農学

園大学の非常勤講師等を歴任された.

播磨屋先生は，永年にわたって地球物理学特に気象学の教育，研究に努められた.その研究内

容は，降水粒子の生成・成長に関する研究，エアロゾルの動態と気候変動に対する間接効果の研

究，雲の研究，寒地気象学に関する研究などと多岐にわたり，この分野における北海道大学の伝

統でもある雲物理学の発展に貢献された.

先生は，雲の研究から気象学に入った.最初は地上における写真測量法，その後は航空写真測

量法へと移り，その時代に初めて公開された米国が打ち上げた気象衛星雲写真の解析へと進まれ



た.その頃，巻雲の形成機構等の研究はほとんどなされていなかったが，写真測量観測で巻雲の

垂直構造を求め，ラジオゾンデ観測から得られた温度，風向風速データ，当時1週間に 1回札幌

他数地点のみで飛揚されていた露点ゾンデによる高層の湿度データ等に基づいた数値計算によ

り，巻雲の形成モデルを作成された.この研究は，米国の研究者による航空機や，レーダ観測及

び、数値計算等による研究に先駆けること，約7年前であったが，後年，気候変動が脚光を浴ぴ，

巻雲の役割が注目されるようになった現在，必ず引用される基本的論文となった.

その後，雲内で起こる降水粒子の生成・成長の雲物理過程に輿味が移っていったようである.

当時，中谷宇吉郎北大名誉教授没後の間もない頃で，北大の研究者聞では雪結晶に関心が集まっ

ていた.しかし雪は気象学的には形より量が重要との主張のもとに，降雪量に寄与する雲粒捕

捉成長過程の研究に取り組まれた.その成長量を定量的に評価する独特の手法を開発し，その重

要性を指摘された.これは，海岸地方に降る降雪量の半分以上を，雲粒が占めていることを初め

て示したもので，その後の日本各地における降雪観測による，降雪形成メカニズムの地域特性・

気候学へと発展された.

1970年代に顕著となったいわゆる公害問題では，大気中に浮遊するエアロゾルの動態とそれの

降雪による洗浄作用について研究された.二酸化炭素増加による地球温暖化予測のためには，こ

のエアロゾルの間接効果による冷却化を厳密に評価する必要がある.そこで，航空機観測による

自然界でのエアロゾル数と雲粒数関係の研究を行ったが，その関係に影響を与える因子の定量的

評価については，自然界の観測だけでは困難であった.そこで北大グループを主とした研究者達

が，既存の鉱山の立坑を利用した深さ 430mにもおよぶ超巨大な実験装置一雲物理実験装置を構

築し，準実スケールでの雲をつくって実験を行っている.この超巨大な実験装置は，世界で初め

てであり，地上で430mの構造物を建設するのに比較して，安全，安価な実験装置であり，非常

に独創的で、ある.そこからエアロゾル数と雲粒数関係に与える因子の影響度についてのデータが，

続々と得られ始めている.このような先駆的な研究は，先生の真骨頂といえよう.

その他，寒い，雪の多い北海道に密着した研究，寒地気象学とも呼ぶべき研究もされている.

例えば，春先または晩秋に霜がおりて，農作物に被害を与える冷却現象，またその防御作業とし

てのくん煙効果の定量的評価などである.また冬期間，人間活動に伴って排出された熱によって

形成される，熱の島，ヒートアイランド形成に及ぼす積雪効果の評価も世界で初めて行われたも

のである.

このように，先生の研究は，地球物理学とりわけ気象学における研究業績によりわが国の学術

上の進歩に大きく寄与された.同時に，一般教育等地学の分野に，気象学等の流体科学の新風を

吹き込み，大学院重点化後は，学部教育および大学院教育において，地球物理学，特に流体科学

の教育・指導にあたられ，後進の育成，さらには大学の運営に大きく貢献された.これらのこと

に敬意を表し，感謝申し上げたい.

(編集委員池田隆司記)
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